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「問題」としての複合性

そして、その「定義」における難しさ

資料２
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※  東京監察医務院 資料に基づいた「孤独死」発生推移
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※ [参考] 世帯人員別一般世帯数の推移(2000年~2020年)

（総務省統計局［2021］「令和2年国勢調査 人口等基本集計結果 結界の概要」）
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※ [参考] 世帯人員別一般世帯数の推移(2000年~2020年)

（総務省統計局［2021］「令和2年国勢調査 人口等基本集計結果 結界の概要」）
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「孤独死」現象を構成する諸要素

“一人暮らしで”

“孤独に生き”

“死んだ後”

“誰にも知られずに”

“相当期間放置
された後に発見”

生前の状況・表層的要素

生前の状況・深層的要素

死後の状況・深層的要素

死後の状況・表層的要素

発現要素

ヒトリ性

個人化

コミュニティ

死後処理

社会的死
（近代の）

「孤独死」現象における論争要素の多様性

及び構成要素

5



「孤独死」現象における論争要素の多様性

及び構成要素
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孤独死の 定義
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（呉獨立［2021］『「孤独死現象」の」社会学』28-34頁）

孤独死の 定義
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孤独死の定義をめぐる様々な論争要素

死亡場所: 自宅内での死に限定するのか？

世帯類型: 一人暮らしの死に限定するのか？

自殺の扱い方: 自殺を含めるのか？

生前の状況: 社会的関係の有無などの生前の状況を考慮するのか？

看取りの有無: 看取りがない死に限定するのか？

年齢基準: 高齢者の死に限定するのか？

死後経過時間: 死後経過時間に関する具体的な基準設定は
可能であるのか？

孤独死の 定義
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日本の孤独死 現象と言説
孤独死はどのように語られてきたのか？

「孤独死現象」に関する言説の類型

孤独(孤立) の原因 孤独(孤立) の帰結 (死)

当事者 個人化言説
コミュニティ言説

（予防的）

周辺 福祉・制度に関わる言説
コミュニティ言説

（死後処理的）

（呉獨立［2021］『「孤独死現象」の」社会学』106頁）
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朝日新聞の
孤独死関連記事推移*

日本の孤独死 現象と言説
孤独死はどのように語られてきたのか？

（呉獨立［2021］『「孤独死現象」の」社会学』114頁）
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日本の孤独死 現象と言説
孤独死はどのように語られてきたのか？
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孤独死 関連政策の方向性

政策的関心対象としての 「孤独死」

1) 「孤立死防止推進事業」実施以前

高齢者の「孤立感」を中心とする 「関係（つながり）」の問題

独居高齢者中心の政策

高齢者の「孤立感」問題中心
老人福祉電話センター
老人福祉相談員制度

コミュニティ対策

ふれあい・いきいきサロン

阪神・淡路大震災以後、コミュニティ関連事業活発
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明示的な 「コミュニティづくり」中心の 政策

孤立死防止推進事業(2007. 厚生労働省) :  孤立死ゼロプロジェクト

孤独死関連実態把握

孤独死関連啓蒙活動

安否確認システム/見守り活動ネットワーク

つながり形成の場づくり

孤独死 関連政策の方向性

政策的関心対象としての 「孤独死」

2) 「孤立死防止推進事業」実施
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コミュニティ 志向政策の持続

高齢社会白書などに「孤独死」持続的に言及고

「コミュニティ」「地域福祉」中心の政策方向深化

安心生活創造事業(2009)

地域支え合い体制づくり事業(2011)

孤立死防止政策取組279事例紹介(2013. 厚生労働省)

孤独死 関連政策の方向性

政策的関心対象としての 「孤独死」

3) 「孤立死防止推進事業」以降
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（参考）韓国の孤独死言説との比較

※韓国主要新聞の「孤独死」関連記事の推移

11種の日刊紙
孤独死関連記事

442件の記事中
分析対象189件

（呉獨立［2021］『「孤独死現象」の」社会学』142頁）
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「つながり」と関連するキーワードが頻繁に使用されているものの
「コミュニティ」に関する表現は少ない。

「家族構造変化」など 社会構造的変化の側面を頻繁に言及しながら
孤独死現象を社会問題として扱っている。

「孤独死」が言及されるとき、「貧困」関連キーワードが
高い割合で共に登場する。

「制度/政策的問題」として
「国家/政府」に対する責任及び対処を求めるキーワードを伴う傾向が強い 。

「高齢者」と関連するキーワードと共に語られる場合が多い。

「孤独死」が語られるとき ,

「自殺」に関するキーワードは無視できない要素

（参考）韓国の孤独死言説との比較

韓国で「孤独死」が語られるときには、

福祉・制度
に関わる言説

コミュニティ
言説＞
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韓国
（参考）

「孤独死予防及び管理に関する法律」

2020年3月31日制定・2021年4月1日施行

第2条（定義）
「孤独死」とは、家族、親戚など①周辺の人々から断絶したまま一人
で暮らす人が、②自殺・病死などにより一人で死を迎え、③その遺体
が一定時間の経過後に発見される死をいう。

一人暮らしではなくても社会的孤立状態で死亡した場合、それも孤独死に含め
る法律改正案が国会の法制司法委員会で係留中（2023.2.24、常任委員会通過
）

孤独死実態調査設計研究（韓国保健社会研究院、2021）
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韓国
（参考）

「孤独死実態調査」実施

「2022年孤独死実態調査結果」発表（2022年12月14日）

調査内容

最近5年間（2017〜2021年）の韓国における孤独死発生現況

調査方式

警察庁の刑事司法情報（2017〜2021年、約24万件）を分析し、法律
上の孤独死定義に符合する事例を抽出

「第１次孤独死予防基本計画（2023〜2027）」

2023年5月17日発表
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ありがとうございます。
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